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　t　序　と　して
　為替相場の変化が貿易収支の改善に寄与する諸条件は輸出入品の需給の弾力性の大きさによって異なっ
てくる。この為替相場変化の効果に齢ける解明に端を発したのが，貿易収支の一般均衡分析である。
J．Robinson，A．P．Lerner，L．A。Metzler等は「弾力性アプローチ」と呼ばれる部分均衡分析の
方法で為替相場と貿易収支の関係の分析を試みた。すなわち，’この弾力性アブローチは為替相場の切下げ
が貿易収支改善をもたらすには，関係国の輸入需要の価格弾力性と輸出供給の価格弾力性がいかなる条件を
満たす必要があるのかを部分均衡分析によって導き出した。
　為替相場の切下げによって貿易収支がどの程度改善されるのかという問題は上述のように貿易収支の弾
力性の問題として取扱われている。すなわち．為替相場を切下げれば輸出が増えて輸入が減少するので，
貿易収支は改善方向に向かうとは必ずしも言い得ない。もう少し詳しく吟味してみると．輸出入均衡状態
を出発点とする限b，輸出品に対する外国需要の価格弾力性と輸入品に対する自国需要の価格弾力性との
和が1以上であれば，為替相場の切下げで貿易収支は改善するだろうが，その和が1以下の場合にはその
切下げが貿易収支を逆に翫させ礁果も生ず老聡らにまた，．の時供給の儲勤性の概念を導入す
ると上述の結果は必ずしも得られない。　、
　要するに，輸出入品に対する関係国の需要と供給の価格弾力性の組合せいかんによって為替相場切下げ
が貿易収支に与える影響はいろいろ違ってくるそあろう。では一体どのtうな組合せの時．貿易収支の状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一592－’
態が変化するのかを考えながら単なる部分均衡分析から，関係国の経済成長率格差と貿易収支のよう左一
般均衡分析への考察を進める。同時にこの貿易収支の弾力性との関係に澄いて，交易条件の効果をも吟味
　　　　　　　　　　　　？）するが，その際に生活水準　　　　　　　　　　　　　の面の考えも導入していく。
　但し、為替相場切下げが貿易収支に及ぼす影響に対する国内の諸政策からのはね返b，例えば，切下げ
によるインフレ圧力や国内の金融財政政策については触れない。
　注（1｝ラーナーの条件といわれるもので，これについてはA．P．Lerner”The　Economics　of
　　　　Contro1”P578　19A9年一般にはbernerに先がけて需要の弾力性について相互需
　　　　要曲線という形態でA．Marsha11カニ”Money，　9redit　and　Commerce”P552－－554
　　　　1925年で論究しているところから，「マーシャル・ラーナーの条件」ともいわれている。
　　（2｝ここでの生活水準とは国内で利用されうる商品（消費・投資・政府サービスの設備など）の実質
　　　　数量のことである。
　2．貿易収支の弾力性について
　貿易収支の弾力性とは広義には，貿易収支の価格弾力性と所得弾力性のことであり、狭義には価格弾力
挫1）のこと鮒である．この節で鰍義の意味で使肘る．前節で触嫉貿易収支の弾力性に対する論争
は弾力性悲観誌｝としてL。，ner以来考えられてきたが，近年多くの学者（・｝に、。て．の諏対する批判
がなされてきた。
　先ずはじめに，簡単に弾力性悲観論発生の史的考察をしながら，順次批判を加えていく。貿易収支に関
する従来の理論分析は貿易収支は常に自動的に均衡化する傾向をもつどいう楽観論的立場が支配していた。
これは古典派のD．Hume，A．　Smith，J．S．Mi　11と受けつがれてきた伝統的な「物価水準と正貨移動
の理論」（Price－Specie－Flow　Doctorine）を考えれば自明であろう。この理論の下では，それが
金本位制が前提の場合も，自由為替相場を前提とする場合も自動的に均衡した。このように．価格理論的
痴でも自動的均衡があると同時に．所得理論的分榔締ても自動的均衡化ωカ・あ。たと思われる．す
なわち。輸入超過の時，国内に他の要因によるインフレ的な有効需要の追加がない限り，国内生産物に対
する有効需要は減少する．すると次に限界輸入性向がたかまらない限b所得は減少し，これによb輸入額
も減じ，輸出入は均衡化する傾向になる。
　以上のように．古典派的立場に立つと19世紀後半の金本位制黄金時代には個々の価格，賃金，利子率
等すべての価格が自由に伸縮的に変動し．この価格変化を通じて資源の合理的配分が常に達成されるもの
と楽観的に考えられていた．しかし，第二次大戦後，ケインズ的ビジ。ンでいうと，有効需要不足と大量
の失業という現象がbこり，資源の最適配分や完全雇用の維持ができなくなった。第二次大戦後のこの価
格メカニズムの低下は競争の減退その他制度的な理由で価格の伸縮が失なわれ，投資機会も減少し，利子
率が最低水準燵し価格の灘齢一般的とな。k．すなわち，価蘇対する顯と供給の弾力性が低調
したということがあるためである。
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　また現実的問題として第二次大戦後ドル不足の問題から恒常的な国際収支の不均衡が出現し，悲観論の
立場が生まれてくる。例えば不胎化政策の場合や関係国り経済成長率の格差のために貿易収支（国際収支）
が不均衡化するという場合等である．さらにこれに，T．C．Chang，H．Neisser　and　F．Mod　igl　iani，
　　　　　　　　　　　　　　（。）J．J．Polok等の実証的研究　　　　　　　　　　　　　　　が加わって，一膚悲観論の立場が強化された。
　本節では特に理論的側面として，ラーナーの条件の妥当性についての批判を試みる。
　輸出品に対する外国需要の価格弾力性（以下εfと省略）と輸入品に対する自国需要の価格弾力性（以
下εhと省略）との和が1以上，つまり，εf＋εh＞1というラーナーの条件は貿易収支均衡という前
提の下では世界市場の均衡の安定条件となる。そしてこの世界市場の需給均衡を前提とすれば．一国の貿
易収支の交易条件の調整機能によって保たれるための条件になる。さらに，不完全雇用と国内の価格の硬
直性を仮定すると．為替相場切下げと貿易収支改善の効果とも関係してくる。要するに．これらの条件は
国際貿易において価格メカニズムがスムースに作用するための基本的必要条件という事ができるIJl
　為替相場の変化が貿易収支に及ぼす影響についてラーナー条件を使って単純化すると，
　　　　　　　　　△B－k×（6h＋εf－1）……・一一一一（1．・t）
となる。（8）この（1．1）式は貿易収支が改善されるかどうかの判定基準となり得る。
　但しB………外貨建輸出額一同輸入額
　　　　△………増分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　k………為替相場〔r）の騰貴率　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rこの条件には二つの前提ρ）がある。すなわち，
A輸入品剛する外国供給の価翻力鋤下ηノと省略）と鞘品に対する自国の供給のma弾力性
・似下㌃ど省略）がともに鰯大・
B　初期の状態に誇いて輸出入が均衡しているというところから出発している。
　悲観論批判のため上述の二つの前提の批判を行なう。
Aη∫＝ηん　に対する批判　　　・
ラーt一の条件にηパη∫が鰍大以丁・つまり゜＜7∫一ηんく・cとして編され騰果して・i
＋εf＞1という関係はどのように変わるか否か・
　初めにも述べたように，これら4つの弾力性の関係いかんによって為替相場切下げが貿易収支に与える影
響はいろいろ変わる。，eの4つの弾力性の関係については，　J・Robinsonによって明確化（19されて
いる。Robinso　nqeよると一国が外国に対して投資を増加しようとして貿易収支が赤字になり為替相場
の下落にきたした場合を想定して，その際輸出増加，輸入減少にょって貿易収支が再び均衡するかどうか．
の検討を行なった。
　1………輸入数量　　E………輸出数量　　P………輸入品の国内価格　　q・………輸出品の国内価格
εf°εh’・7・h’η∫°k－…°t前嗣じ
為替相場がkの比率で下落したとするとき，輸出品の国内価格が△，だけ上昇すると輸出品の外国価絡で
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の下落は下記の式で示される。
　　　　　　　9　一’（t－k）（9十△9）昌左q－△9十k・△9
k・△gはともに微小値とすると
　　　　　　　9－（i－q）（9＋△q）＝ゐq－△9
従って
　　　　　　　・；1：拳華響謬乙＿（t5）
　　　　　　　・f一金E／竿一響／・一学………………（t4）
　　　　　　　・、一一孚／一斜…………・一・……………（t・・5）
とすると、貿易収支の差額の増分，△Bは，
　　　　　　　△B－｛（9＋△9）（E＋△E）一（P＋△P）（1＋△1）｝一（qE－－PI）…（1・6）
Robinson式では△9・△E澄よび△P・△1を省略（これを近似的に示しているので，（1・6）式は
△B＝＝（E・△g十g・△E）一（1・△p十p・△1）……………（1．7）となる。
これを展開すると，
　　　　　　　△・－k｛…響）一…募警εん）｝……（1’　8）
（1．2）式と（1．4）式，むよび（1．5）式と（1．5）式から
　　　　　　　△・一・｛…響コ）一・・Pη（1i評）｝…………（1・・9）
となる斜
（tg）劫ら言えることは融面では・f＞1醐合・ηtsが大きくな猷なるほど・為替棚切下げ
による儲額増加の醸は大となる・・ノ＜tの雛77A・が小さくなれ廠るほど，儲増加額の譲
は大となる・轍面では・・ゐ＞1の時・η∫か大にな’uど輸入鰍少ρ盤は大働・εA〈t　‘Z）
晦ηノ漱になるほどmx額「m・の醸は大となる・騨入を齢し鯵ると・εム・・〉・tである限り・
繍ewaの切下げは△B敏謝る・何撚らば・輸入額は減少し馳額脈とえ’e　f＝°でも不変にと
どまるからである。εゐ＜1の時は輸出額の増加が輸入額の増加以上であれば切下げで△Bが改善される
が・ε Y砥いεゐを彬ほど叶分でなければ繍欄醐下げは△Bを悪化させる・
一般には鞘入いつれ瑚合もeA’・fが大ならば・’それ剛応してマ．f”OPAも大の方が・ま・ft　E・k
°ε Aが小ならば・ηズη・も小の方が為翻場のもつ貿易収支の調勤は大きいと翫る・eg
このよS　va・εゐ・”ε≪蜉r的小さくともそ解応じてηん゜ηノが小さ肋ば・貿易収支の改轡
可能であるため・L・・n・・のOf＋・f＞1という条甑ty　f　・・　°c・ηゐ　とし7Z　ftめに大きすぎ
る：値を要求したものと見ることができる6⑭
B　第二の前提である初期の状態に澄いて，輸出入均衡を出発点としているという条件への批判
　F．Machlup（M）は貿易している二国をイタリアとアメリカに設定して批判を試みている。イタリア
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の輸入額2億ドル，輸出額t億ドルというイタリァ入起のケースから出発している。このときのイタリア
のη戸ηム　とし・εf＝　°・　4とする・εf＝　°．　4だから・リ・の受取齪鶴替概の1・％の低
下はイタリァの輸出量を4％増加させる。つまb以前の’P04％の輸出量が以前の90％のドル建価格で
売られることにな為それ故外貨受取は6．　4％下がる。これは絶対額で640万ドルの下落である。したが
って2億ドルが同一の絶対額だけ減少するには輸入量は3．2％の低下で済む。輸入品のドル建価格は一定
であるので，輸入量5・　2％の低下は輸入額640万ドルの減少を意味する。この5．2％の減少はリラ建で
t°％の騰貴に対して約゜・32の弓単力性を意味する・それ故に…＋・f－　・・　4＋・…一・・72であ
るので，1以下でも為替安定条件は満たされ得る。この時，供給の弾力性は無視している。
Aではεゐ＋εf＜1になるにはηヂηんが＋分に小・い・と蜴要であ・た・～欄に鞘入不均
衡を碇すれば・ηヂη・に関係なく・為替相場の切下げが貿易収支改善に役立つのは・、＋・メ＜1
でも良いことになる・この船ηパηノを考慮すると，今まで轍明か・ηノやη、・粉に・jNさ
ければ・為替相場切下げが貿易収支改善に役立2臨界値（Critical　Value）は0．72を中心として，
それ以下となるであろうし・ηヂη・が大きくともその大き・・二εパ・fをはるかにしのぐも・．でな
い限り，多少の相殺作用をするにとどまるであろう。
　このように輸出入不均衡から出発する場合はそうでない場合に比べて著しい限定D；　k・こる。また逆に出
超のケースでも同様な手順で考えると理解できようよiS）
　以上A・Bで見てきたように，Lernerの条件は非常に限定されたものであろう。だから極端lt場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’入翫齪しηヂηんを非常に小さく見積れば・賜収支改gva役立つ臨界値は非常に小さくて済む・
　　注（1）田中金司著「外貨需給曲線と適限為替相場j一橋論叢　54巻2号P92
　　　　（2）貿易収支の弾力性悲観論とは理論的には為替相場切下げにより貿易収支が改善するのはε
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
　　　　　＋εノ＞1の場合蝦られるという紐　　　　　　　　　　・
　　　　（5）F．Mach1・p”El・、・i。i・y　pessimissum蓋。1。t。，n。ti。n。1　T，。d。’
　　　　　Economica　Internationale　vol皿Fed．1950年
　　　　　小寺武四郎著「国際収支弾力性悲観論の評価」　経済学論究　tO巻4号
　　　　（4）J．Vi…”1……・i・n・1　T・ade　and　E。＿mi。D。v。1。pm。。，”
　　　　　相原光訳「国際貿易と経済発展」P28
　　　　（5）小宮隆太郎著［国際経済学va　k一けるケインズ理論の影倒経済学論集　52巻4号　P48
　　　（6）A．G．Harb・・g・・”S・m・E・id・。ce。n　th。1。，。ma，i。n。置P，i、ce
　　　　　Mech・ni・m”J・…a1　P・li・ica1　E・・n・my　1957年PP5・6～5β1
　　　（7）新開陽一著「国際経済論」筑摩書房　Plt7
　　　（8）田中金司著「国際収支の弾力性と交易条件」　バンキング　90号　P12
　　　（g）F．Machiup　Ibid　p55
　　　aa　J．R。bin・・m”E・・ay・i・・h・Th。。，y。f　Emp1。ym。nt”1947年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一596一
　　　　　　pp142～143
　篠原三代平　伊藤善市訳「雇用理論の研究」pp197～212
Gl｝（1・9）式のRobinson式は自国貨幣の表示であるので，外貨表示にすると次のようにな
・・△・－k｛・P・巣ｶ一E・Q・籏ぎε）｝
　P………輸入品の外国価格，Q………輸出品の外国価格
　外貨表示にしたのでは・ここで取扱っている問題が貿易収支の均衡，不均衡の問題であって，
　貿易収支が国内の雇用に及ぼす影響をみようとするケースでないため。
U鋤　小寺武四郎著・・…前掲書PP55～39
　4つの弾力性を図で説明している。
㈱「p　f＝　「y　f＜°cであればεf＋・h＜1でも為骸定条件・轍されだとして定式イヒしたの
がメツラー式である・メツラー式はrp　f’ηんを加えて激に渉近づ版が・棚に儲入
　均衡を出発としている。
aの　F．Machlup　Ibid　pp57～58
as）出超の時・’Ef＝°・4とす・と・・一・28と・り・、＋・f－・…＋1・28－1・・8＞1
　となる。
5　貿易収支と経済成長率格差との関係
　前節で述べた貿易収支の弾力性は狭義の意味のそれであった。つまり，価格弾力性のみを取り上げたが，
この節では広義の意味，すなわち所得弾力性をも考慮に入れて吟味していく。
　当面は従来の価格効果に所得効果を取り入れて考察した時，為替相場の変動が貿易収支にどういう影響
を与えるか。（1）そして次に・その所得効果の作用を利用して経済成長峯の格差と貿易収支の関係を見てい
こうと思う。何故ならば・一般に経済成長率が高ければ輸入は急速va増加し，もし輸入需要の所得弾力性
がすべての国で同じなら，成長率の高い国ほど匡際収支が悪化するといわれるが，現在の日本のように成
長峯も高く・なk’且つ・国際収支も順調であるというのはどう説明されるべきだろうか。
　まず初めに所得効果それ自体の持つ作用をみていこう。例えば，為替相場が切下げられた場合輸出は増
大するだろう・するとこの轍増大は所儲力・へと波及し，更にはこの所得の増加が輸入増加という形で
現われてこよう・輸出の増加は有効鞭の増大槌加）と勧乗数理論を考慮すると，その際の所得蹴
出堵加の乗数倍だけ増加する。また地方，この所得の一部が輸入品に向けられるとすると，所得増大は輸
入も増やすであろう。すなわち・限界輸入性向の概念である。しかし，輸入財の種類πよって限界輸入性
向は変わるだろうし，また例えば所得増加が技術進歩を促進し，国内生産物による輸入代替がtsこるよう
なことがあれ賦限界輸入性向は変わる。故に，輸出が増えるから所得か増えて経済成長に寄与するとい
うことは・この根底に限界輸入性向を一定としている。上述したように，限界輸入性向を一定と仮定する
ことは必ずしも現実的とは言い得ない。原材料，第二次製品，完成品などそれぞれ限界輸入性向も違うの
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で，そのことについて吟味しなくては本当の経済成長墨との関係は説明できないと思われる。本稿では静
学モデルを扱って動学モデルを試みていないので，種々の動学化は後の論文で研究しft　h。
　　さて・先の説明から，所得増大に伴って輸入も増加するカ㍉こ．．oig入増加は国内商品の有効需要の増加
　とはならず，所得循環からの有効需要の漏れということができよう。もし所得循環からの漏れが輸入だけ
であれば　輸出増加額と輸入増加額は等しくなるだろうから，貿易収支が均衡していた時の自生的な輸出
増加はTime－Lagはあっても，結局は同額の誘発的輸入増加をきfcし，貿易収支は均衡化する傾向をも
　とう。また仮に，所得循環からの漏れが輸入だけでなく，国内貯蓄も加わったとしても，所得増分がすべ
　て貯蓄へ向けられる以外，所得効果の作用を乗数理論で考えると，以上のような均衡化回復への安定的作
用があると言える。
　　このような，為替相場切下げで価格効果が働き，輸出増加になっても，所得効果を考えると価格効果ほ
　どの大きな効果は期待できない。（2）
　以上もっとも期本的な両効果の作用について触れたか，次に経済成長墨との蘭係に論を進める。
　価格効果のみを考える場合なら生産性の上昇の結果として生ずる生産費の低下だけが問題となり，価格
が低下する故に輪出が増すのだと言い得る。しかし生産性の向上は実質所得向上をもftらす。この実質所
得の増加は限界輸入性向がプラスである限り輸入増加となる。いわゆる所得効果作用である。この場合先
．の如く，．所得効果のため生産性の発展塾の遅速は価格効果のみで考えるほど楽観的ではない。
　価格効果と所得効果を一方程式にまとめ，その体系の中に所得効果を明確に打ち出したのはH．G．JOnsonζ3）
である。Johnson教授によると，関係二国がとも．に生産性向上がある時，貿易差額かどのように変化
するかを分析する基本的方程式を表わした。（4）
　　　　　R飛一（ε、＋εf1）（rp，一・p、）＋・盈一eR－・・1・・（2・1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
　　　　1．2………第一国，第二国
　　　　RT………貿易差額の変化
　　　　ε　………輸入需要の価格弾力性
　　　　e　……・・；輸入需要の所得弾力性
　　　　r　………価格の変化率
　　　　R　………実質所得の成長墨
この方程式を基に，生産性向上の場合の価格変化を次のように整理し，各々の場合の時の貿易収支への影
響を考えよう。
　（イ）両国の生産性向上，両国の価格水準不変の場合
　（イ）の場合は記号を用いると．TP1・＝rA＝0である。（2・　t）式に代入すると
　　　　　　　RT1＝らR2－eIRエ　………・……・…・（2．2）
．（2・2）式より貿易収支はQRIなら不変であり，吻珪≦θ1R、　なら，不利化する。（2．2）式を見
ればわかるように，所得効果のみでRT1が決定される。しかしなから，この場合第一国と第二国の生産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一598一
性向上墨が異ltるときにすなわち，第一国の生産性向上率の方が第二国のそれより小さい場合嫉一国
の成長がその国の輸入需要に薄える影響は生産性向上率のみならずeにも依存するたb，第一国に有利と
は必ずしもならない。第一国のθが第二国のeより十分に大きければ，θが相殺的要素をもつ係数となる
からである。逆に，不利化する傾向すらある。ただし，この節の初めで述べk価格不変で経済成長牽が高
ければ，その高い国ほど輸入が急速に増加し，eがすべての国で一定なら成長塾の高い国ほど貿易収支が悪
悪化するというのはこの例なのである。しかしながらこのことは最近の経験とは矛盾があるように思われ
る。というのは，日本，ドイツ，イタリアのように急速に成長する国の国際収支は有利化傾向にあり，ア
メリカ，イギリスはこれとは反対　（S10Wな成長）であり，しかも国際収支は困難である。
　Johnson教授の方程式と矛盾するのは何故であろうか。
　経済成長のプロセスに於て，特に所得の増大に於て，貿易収支に影響するのに二つの基礎的諸力がある
のではなかろうか。単に所得の増大か，つまり，貨幣供給の自生的増加が支出増加を導きPそれが輸入誘
発的要因とだけ決めてしまうのではなく，この所得の増加か貨幣の需要を増加し，これは支出を制限する。
これにより所得の増加は貿易収支を悪化す’驍謔閧ﾞしろ改善する要因となり得る。それ故に，成長する経
済の貿易収支の方向は上述の二つの相反する力の相対的強さに依存し，日本等の場合は一つには前者の力
が大きく作用したのだの解すべきだとも言えると思う。他にも，先に述ぺk限界輸入性向との関係で・日
本などは輸入財に澄いてアメリカなどより有利な状態にあるとも言えるのではないか？
　（n）第一国で価格不変，第二国で貨幣所得不変の場合
　貨弊所得不変ということは貨幣政策等で生産性向上に対応した貨幣所得の引上げを意味する。（ロめ場合
はr　Pl＝O　rlh＝・－Kである故，（2．　t）式より
　　　　　　RT、一（a＋e，一ε、一ε，）R，一　eiR、…………………（2・5）
この時，RT1は（1十θ2一ε1一ε2）＜0の時　ε1十ε：＞1十e1ならば不利化する。しかしながら
・・＋・，〈1でしか…♪T≠露・嘱M・の改善の可能齢ある・次鵬国の
生産性向上峯が第二国のそれより小さいとすると，経済成長墨が大きい国が貿易収支有利化する条件は上
式の関係から次のようである。第二国の生産性向上は第二国の生産物価格を下落させる。このkめ両国の
輸入需要は影響を受ける。ここで第二国を有利化させるには需要の価格弾力性の和が1より大であればよ
い。すなわち，第二国の生産性向上が第一国の貿易収支を不利化するには，価格弾力性の和が1より大で
ある程度か第二国のeを超過する程に十分大きければよい。これはε1十εt＞1十e2がε1十ε2＞1
をも意味するので，この時は，為替相場の切下げで調整できるだろう。
　㈲　両国で貨幣所得が不変の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　この時，両国での価格が生産性向上に比例して下がるとすれば，rP　＝一　R1　7P2＝－R2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
となり，（2．1）式より
　　　　　　RT、一（ε、＋ε，一、、－1）R、一（ε、＋ε，一・P，一・1）恥一…・一（2・4）
この場合，両国の成長墨の係数が共に正とすると，第二国の貿易収支の改善は
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R・1＞ぎ、＋書，≡e，ヨ・、であ・・と麟する．、2くe、のとき，・、〈K（・あ
る限り悌二国の賜収支は有秘ける．ak，i＞e、あとき，第二国鮪利化するにはRP一層の大な
ることが必要となる。次va　R，かR，のどちらかか正であり負であると，両国の成長率のいかんにかかわら
ず，eが小さい国の方が貿易収支は有利化する。
　以上三つの仮定から言えることは，一般¢成長蜜差が大きい国が発展するのに貿易収支を有利化する可
能性はその国の、が大き肋ぱ大き吋まを汰きく打消される。
しかしここで鰍異・薙轟各。生産性向鱗ちがうと吹どである．照農業国．
と工業国では嵯性向上鞭ｻろ・」繍出産業・輸入嘩業・を区別し蹴そのどち・
誌灘灘羅蕪男潔識灘1簾は畿聯ご：農
的な見方の必要性も十分にあると思われる。
　　　　　　　　　／
　　注（1）価格効果店所得効果の問題に関して従来から多くの学者によって論議されているが，価格効果
　　　　を導入しfc場合為替市場の安定条件か変わるとした学者にG．Stuve1”The　Exchange
　　　　Stability　Problem”1951年
　　　　A．C．H・・b・・ger”C…en・y　D・p，eci、・i。n，1。。。me。nd，h，　B。1。nce。f　Trade〃
　　　　Journal　of　Political　Eocnnomy　．Feb．1950年
　　　建元正弘著「外国貿易と国際収支」創文社
　　　変わらないという学者に
　　　　J．Ro　bi…n”Essay・in・h・Th。。，y。f㎞，1。ymen，”1947年
　　　　A．J．B・・w・”T・ad・B・1ance　and取。h。。g。　S，。bili，y”0。f。，d　E。。n。mi。　NaS
　　　　1942年　等がいる。
　　（2）小寺武四郎教授はこの関係をHa　rb　er　gerの分析を甲心にして次の如く述べて澄られる。経済
　　　学論究　11巻1号PP15～22
薦娯を入れな磯器一x、（1棉＋η、）鵬効果を入れた時，
慕　　　』一］L　　　　　ん1麗　十〇2h2　十〇2ん　　但し，　o……限界輸入性向，　d……増分，　h……限
界貯蓄性向・k……外貨表示の為替レート，X……輸出量，η……輸入需要の弾力性　1．2……
第一国第二国
B＝・輸出一輸入
所得効果の導入で為替切下げの効果は
　　　hl　ん2
ゐ1ん2十〇2　ん2十〇2　ん1
　　　1
1＋普{斎”°°”…’”（A）
変形して
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　すなわち，0＜A式の値く1
　これは切下げ効果が小さくなった事を意味する。
（3）H．G．J。h…n”1・・ern・ti…ITrade　and　E。。n。mi。　Gr。w，h”・」・島清、柴田裕訳
　「外国貿易と経済成長」弘文堂，特鵬4章PP　87－vl1　2’
　※Jo　hnson以前に成長率の関係を初めて取b上げたのはJ．H．Wi　11i　atns”Trade　not　Ai　d’
　Ha　rvard　univ．Press．1953年それ以降J．R．Hi　cks”An　In　au　gural　Lecture”
　やR．Harrodがドル不足問題との関連で研究している。
（4）　H．G。Johnson　Ibid
　　　邦訳　pp92～95
　但し，記号は順次変更してある。
4，為替相場切下げと交易条件
　交易条件は輸入を支払う場合の輸出の購買力を表わす指標である。一国の交易条件が改善すれば他国の
実質生産物一単位を購入するのに必要とされるその国の実質生産物の輸出は少くて済むととである。この
ため，貿易政策上の結果として為替相場が切下げられる時，交易条件はいつれかの方向に動くであろう。
為替相場切下げに伴って輸出価格が下落するが，輸入価格が上昇するから，交易条件は不利化するという
事が一般に言われている。また為替相場切下げは交易条件を不利化するが貿易収支を改善すると言われて
いるように，為替相場の変化は交易条件，貿易収支に大いに関係してい，く。この際に更に考えなくてはな
らないのは，弾力性との関係である。輸出価格，輸入価格の騰貴や下落の程度はこの弾力性に大いに依存
する。この弾力性との関係から，交易条件，貿易収支生活水準などの関係を考えてみよう。
　まず，貿易収支・交易条件，生活水準の各々の方程式を導き出し，（1）”rこからこれら三っの作用を吟床
してみよう。
△B＝k｛x）＋鵠」｝……（5・　1）
△・一・（　εん　　　　　ηんεゐ＋η「万πア）一……………………（・・）
△E＝　一一　k（x°ηパεf＋M°εパ「p・f
ﾅゐ＋εf　εゐ＋ty　f）一一…（・・）
但し，X……輸出品，　　M……輸入品
　　　B＝＝X”M△…粉ηバη∫’・f°ε・は前綱じT’一交易条件
　　　　　△πk＝　　　　 　　　　π………為替相場　　　　　　π
　　　E＝e（国内消費）十1（投奪）十G（政府支出）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－401一
E………国内での利用可能商品＝生活水準
E’……国内における消費生産物
　　　E　＝＝E’十M
　（5．　1）式は（1．9）式と同じであb，これについては第一節で触れたのでここでは省く。（5．2）式
によると，交易条件に関する為替相場の諸変動の効果は諸弾力性にのみ依存し，輸出入の差に直接影響さ
れないことがわかる。（3．2）式を書き直すと，
　　　△・一・聯…………・…・・（5・・）
すると，（5・　4）式から，εA・εf＞OP　f・ηゐならば為替相場切下げは交易条件を改善するだろうし，
εパεf－　rP　f’　ny　hならば不変の戴であろうUεパεf＜ηヂηん妨鮫易条件は不利化
する。すなわち，交易条件の方向は生産物の需要の弾力性が供給の弾力性以上か以下かに依存する。
（3．5）式からは為替相場の切下げは生活水準を減少し，輸入需要の弾力性や輸出供給の弾力性の値はさ
らに効果を大にもする。
　要するに，為替相場の切下げで貿易収支と交易条件と生活水準の関係は種々のケースが考えられる。す
なわち，ε ?fεパηバηノの間の諸関係に依存する・
〔A〕両国にお鴎・パ・ヂηプη、・洪に大きい齢
〔B）・f・・hは大き暁η∫・η、・小・い場合
〔c〕・ヂε、は小・賦ηヂη、力状きい場合
〔D〕・ヂ・パηヂη、が共に小さい齢
〔A〕のケース
εん＋εノ＞1である限り縮梅の切下げで貿易収支は改善する・数ηゐが大きいということ騰
入額減少程度が大きくなるし・εhも十分大きいとすれば・国内での輸入品需要が減るため・この時貿易
収支の改善が最も明確化する。交易条件は輸出品価格の下落がある一方，輸入品の価格は不変あるいは大
となるので交易条件は不利化する。すなわち，輸出品一単位が支配し得る輸入品数量は減少するのである
からド生活水準も減少する。但し，この際貿易収支の改善に伴う所得の増加により，輸入増加の必然性が
あるので，輸出品が支配し得る対輸入品との割合以上に輸入性向が高ければ，生活水準は改善の可能性も
あると言えよう。
〔B｝Dケース
　この場合は明らかに貿易収支は改善し，’交易条件も有利化する。そして生活水準も上昇可能であろう。
何故ならば，貿易収支改善に伴う所得増加による輸入増加の可能性に加えて，交易条件有利化で輸出品一
単位が支配し得る輸入数量は増加するため。
〔c〕のケース
　この場合はBのヶ一スとは全く反対の結果が得られる。そして，為替相場を切下げだ国にとっても最も
不利なケースであろう。
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回のケース
εん＋ε mく1であり・εパεfよ吻ヂηゐの方が大きL「tl　ltらば・繍相棚下げで貿易収X
交易条件・蠕水準ともに不利化しよう・しかレηパOP　fがεパε∫砒ぺて小な蝋貿易収支
は悪化しても・交易籍生活雄賄利イヒしようL・しかもηヂηんがもし＋分に小・いな6・tt・貿
易収支改善への期待も出てくるであろう。
　以上は弾力性との関係から為替相場切下げが交易条件，貿易収支生活水準へ．与える影響をみた。
　次にこれらの関係が経済成長へ与えるインパクトをみよう。一般に，国民所得ぽは次式で表わされる。
　　　　　y＝e十1十（X－M）………………（5．5）
勲E＿C＋・（2）から
　　　　　Y＝E十（X－M）……………………（5．6）
　今・例えば為替相場の切下げの直接的な効果として．輸出の増加，輸入の減少，貿易収支の改善がある
とする。これに続いて次の二つの間接的な所得波及が生ずる。すなわち，第一に，輸出の増加はその乗数
倍の国民所得を増やし，増えた国民所得に限界輸入性向を掛けだだけの輸入が増える。第二に，輸出増加
は必然的に，輸出関連産業の投資を増やす。このような種類の投資拡大は貿易収支（あるいは国際収支と
いう方がこの場合適しているかも知れないが…）が好転し，対外支払準備が増加し，金融が緩和されると
いった一連の金融機構を通じて刺激されるであろう。
　この二つの効果は直接効果からくる出超を相殺するような作用を持つことは自明である。しかし，弾力
性という要因を考えた場合，交易条件がこの弾力性によって動くため，もし交易条件が有利化すると，以
上の相殺作用がさらに打ち消されることも可能であろう。これは次の経済成長と大いに関係をもったろう。
　例えば先¢（B｝Dケースから，貿易収支が改善していて，しかも条件（弾力性の状態）から交易条件も有
利化している。この時，所得増加によって，上述の第一例から輸入も増加するし，交易条件の有利化で輸
出品一単位が支配し得る輸入数量も増加するため，国内の消費（C）の増加可能である。加えて，この交易条
件有利化で輸出増加に伴う国内消費分の犠牲は輸入増加で代替可能であるだろうから，国内の消費という
面から考えると，この国内消費（C）は増大する。つまり，交易条件の有利化で他国の実質主義物一単位購入
に必要とされるその国の実質生産物の輸出が小さくても済むことになる。さらκ，第二の例により輸出の
増加が投資拡大要因であるので，為替相場切下げによる輸出の増加は投資（1）の拡大となる。
　E＝O十1から，全体として，Eの増大か期待されている。’
　通常，輸出増加に伴う間接効果から考えてその際の現界貯蓄性向や限界投資性向とをかんがみて、国民所
得が低下することもあり得るとも言われるが，弾力性を考慮L，交易条件を考えると，このことは多分に
修正され得る。また9もし輸出と輸入が均衡しているとしても，交易条件は（3．4）式からわかるように
貿易当事国の需要と供給の弾力性によって左右され，輸出入の差に影響されない。
　Y＝E十（X－M）式r．X・いて，　Eと（X－M）がそれぞれ増大すれば，　Yも増大する。このYの増大
は経済成長の増大につながるであろう。
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　このように，国民所得への影響は交易条件を通じて，（X　r，M）という形からのものと，交易条件を通
じて，Eという形からのものとの両方から関係づけられるTlあろラ。
　交易条件が有利化されていれば，輸出成長の維持，安定もするでうろうし，生活水準（E）へのはね返りも
有利化するだろう。さらに，これは，投資喚起にもなり，この交易条件の有利化は内在的な成長要因とな
り得ると思われる。
　　注（1）．W．L．Smi・h”Effec…f　Exch・・g・R・t・Ad」…m・n・…h・S・・nd・・d・f
　　　　Li。i’。g”1945年dm。，ican　E。。n。mi。　R。。i。w　Dec．PP808・－825
　　　（2）ここではG（政府支出）を省く。Gの量が余b大きくないし，省いても態勢に影響ないものと
　　　　考える。
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